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沖縄県広報誌｢美ら島沖縄｣は、県の施策や
情報をわかりやすく県民のみなさまにお伝
えする冊子です。公共機関や学校、銀行、病
院など多くの方が利用する施設でご覧にな
ることができるほか、沖縄ファミリーマー
トの店舗で無料配布しています。

沖縄県広報誌「美ら島沖縄」について

＊

http://www.pref.okinawa.jp/churahome/

本号とバックナンバーは県広報課
ホームページでご覧になれます。

夜の森の中はたくさんの生き物      たちで賑やか ! 楽しい発見がいっぱいあるよ。

TEL.098-866-2020 

「
夜
の
観
察
会
に
出
か
け
よ
う
」

必ず大人と一緒に出かける。不
慣れな場所は、事前に下見をし
ましょう。

歩きやすい靴・服装で。
携帯蚊取り線香などの殺虫剤は、
ホタルやその他の虫たちを殺して
しまいます。虫よけスプレーも現
場では使わないようにしましょう。

むやみに懐中電灯などの明かりを
点けると、他の人たちの観察やホ
タルの活動の邪魔になります。明
るいうちに観察の現場に到着し、
目を暗がりに慣らしましょう。また、
懐中電灯に赤いセロファンを付け
ると、ホタルに対する光の影響を
少なくできます。

自然を壊さないようにし、みんな
が楽しく観察できるように、見つ
けた生物を持ち帰らない。ホタ
ルはとても小さいので、潰してし
まわないように注意しましょう。

藤井 晴彦さん
末吉公園の自然を活かし、子供達が

自然体験・社会体験をするための施

設「那覇市立森の家みんみん」で、

環境教育セミナーの講師を務める。

TEL：098‑882‑3195
http://www.lllnet.naha.okinawa.jp/
syakyou/home/h14/minmin/top.htm

「那覇市立森の家みんみん」

遊んで学ぶ自然教室 親子エコくらぶ　
「夜の観察会に出かけよう」

ベニアジサシ

県政フラッシュ  

ごみの散乱のない快適な
　　　　　生活環境をつくりましょう

気をつけよう！熱中症

海では遊漁のルールを守りましょう

守りたい自然  ～おきなわの彩鳥（いろどり）～

仕事の現場ウォッチング

医療のシゴト（薬剤師）

県のうごき1
おきなわ県政出前講座
～平成21年度実施講座の紹介～

県のうごき2
アナログ放送からデジタル放送へ
 ～地デジへの移行をお願いします～

情報ひろば　お知らせ

輝け！わした島の未来「沖縄元気プロジェクト」

豊見城市

　

那
覇
市
内
で
唯
一
森
の
自
然
が
残
さ
れ
て

い
る
公
園「
末
吉
公
園
」で
は
、
五
月
〜
七
月

に「
ホ
タ
ル
観
察
会
」が
よ
く
開
か
れ
ま
す
。

　

日
本
で
は
、
水
辺
に
棲
む
「
ゲ
ン
ジ
ボ
タ

ル
」
や
「
ヘ
イ
ケ
ボ
タ
ル
」
が
よ
く
知
ら
れ
て

い
る
た
め
、
ホ
タ
ル
は
清
流
に
棲
む
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、実
は
、世
界
中
の

ホ
タ
ル
の
大
部
分
は
陸
生
で
、
カ
タ
ツ
ム
リ

や
ミ
ミ
ズ
な
ど
を
食
べ
ま
す
。日
本
に
は
約

五
十
種
類
の
ホ
タ
ル
が
生
息
し
て
い
て
、
そ

の
う
ち
半
数
が
沖
縄
に
生
息
し
て
い
ま
す
。

末
吉
公
園
で
は
「
ク
ロ
イ
ワ
ボ
タ
ル
」「
オ
キ

ナ
ワ
ス
ジ
ボ
タ
ル
」「
オ
キ
ナ
ワ
マ
ド
ボ
タ

ル
」
な
ど
を
観
察
で
き
ま
す
。ま
た
、
ホ
タ
ル

は
成
虫
だ
け
が
光
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
が
ち

で
す
が
、卵
や
幼
虫
の
時
も
光
り
ま
す
。

　

イ
メ
ー
ジ
と
全
く
違
う
話
を
聞
い
て
、

ち
ょ
っ
と
ビ
ッ
ク
リ
し
た
表
情
の
お
母
さ

ん
。本
物
の
ホ
タ
ル
を
見
た
こ
と
が
な
い
と

言
う
高
良
真
美
ち
ゃ
ん（
小
三
）に
、「
意
外
と

街
中
に
も
い
る
ん
だ
よ
。国
際
通
り
の
近
く

で
も
暗
が
り
が
残
っ
て
い
る
場
所
で
見
か
け

る
け
ど
、
明
る
い
と
こ
ろ
で
生
活
し
て
い
る

と
気
が
つ
か
な
い
だ
け
」と
藤
井
先
生
。

　

ま
ず
は
、
公
園
内
に
生
息
し
て
い
る
生
物

た
ち
の
説
明
を
受
け
ま
す
。写
真
を
見
な
が

ら
、
藤
井
先
生
が
生
物
を
見
る
ポ
イ
ン
ト
や

特
徴
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
出
発
！
少
し
明
る
い
う
ち
か
ら

森
へ
向
か
い
、
少
し
ず
つ
目
を
慣
ら
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。川
へ
辿
り
着
い
た
頃
、
あ
た
り

は
だ
い
ぶ
暗
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。さ
ぁ
、
誰

が
最
初
に
ホ
タ
ル
を
見
つ
け
る
か
な
？

　

「
ほ
ら
！
あ
の
葉
っ
ぱ
の
暗
い
と
こ
ろ
！

ホ
タ
ル
が
い
る
よ
！
」「
ど
こ
ど
こ
？
分
か
ん

な
い
よ
〜
」「
あ
っ
！
今
、光
っ
た
！
」

　

想
像
し
て
い
た
よ
り
も
ホ
タ
ル
の
光
は
明

る
く
て
強
く
、
あ
っ
と
い
う
間
に
数
が
増
え

て
き
ま
し
た
。最
初
に
現
れ
た
の
は
「
ク
ロ
イ

ワ
ボ
タ
ル
」。ピ
カ
ッ
、
ピ
カ
ッ
と
早
く
点
滅

し
ま
す
。し
ば
ら
く
す
る
と
、
ボ
ー
ッ
と
ゆ
っ

く
り
光
る
ホ
タ
ル
が
登
場
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
は
「
オ
キ
ナ
ワ
ス
ジ
ボ
タ
ル
」
で
す
。

真
っ
暗
な
中
、
無
数
の
ホ
タ
ル
が
ピ
カ
ピ
カ

と
光
る
様
子
は
、
ま
る
で
ク
リ
ス
マ
ス
ツ

リ
ー
の
よ
う
で
す
。

　

「
ホ
タ
ル
は
恋
人
を
探
す
た
め
に
光
り
な
が

ら
、
自
分
の
居
場
所
を
教
え
て
い
る
ん
だ
よ
。

こ
れ
は
ホ
タ
ル
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
な
ん

だ
」
と
藤
井
先
生
。日
没
か
ら
一
時
間
く
ら
い

ま
で
が
ピ
ー
ク
で
、徐
々
に
数
が
減
っ
て
い
き

ま
す
。そ
ろ
そ
ろ
パ
ー
テ
ィ
ー
は
お
開
き
。

　

他
に
も
、
沼
や
湧
き
水
の
近
く
で
は
、
リ
ュ

ウ
キ
ュ
ウ
カ
ジ
カ
ガ
エ
ル
、
ヌ
マ
ガ
エ
ル
、
オ

キ
ナ
ワ
ナ
ナ
フ
シ
、ト
ゲ
ナ
シ
ヌ
マ
エ
ビ
な
ど

も
観
察
す
る
こ
と
が
で
き
、
大
満
足
の
真
美

ち
ゃ
ん
と
お
母
さ
ん
で
し
た
。
　

　

ホ
タ
ル
の

不
思
議
な
生
態
を
学
ぼ
う

さ
ぁ
、
始
ま
る
よ
！

ホ
タ
ル
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

「夜の観察会」で注意すること
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サカモトサワガ二

オキナワアオガエル

クロイワボタル

７

身
近
に
あ
る
地
元
の
素
材
を
使
っ
て

昔
な
が
ら
の
遊
び
に
挑
戦
す
る
「
う
ち
な
〜
流
エ
コ
」
。

お
日
様
や
風
を
感
じ
て
、
親
子
で
一
緒
に
遊
び
な
が
ら

沖
縄
の
豊
か
な
自
然
を
再
発
見
し
て
み
よ
う
！

「クロイワボタル」「オキナワスジボタル」
写真提供：藤井  晴彦さん



K E N S E I  F L A S H

県政

フラッシュ
5月・6月の動き

　2008-2009シーズンのbjリーグで初優勝を果たした県内プロバスケットボールチーム、琉球ゴール

デンキングスの優勝報告会が県庁１階の県民ホールで行われた。

　県民ホールには多くのファンが集まり、優勝メンバー

に声援を送るなどして、県勢初の優勝を祝っ

た。木村達郎GMは「県民の声援のおかげで

優勝することができた。心より感謝したい」と

あいさつし、友利健哉主将も「沖縄の子どもた

ちに夢と希望を与えることができた。これから

も精進していきたい」と今後の活躍を誓った。

　仲井眞知事は「参戦２年目での優勝は県民

にとって大きな励みになった。これからも県民

全員で応援していきたい」と優勝を称えた。優勝トロフィーを手に全員で記念撮影

棚原会長（左）から説明を受ける仲井眞知事

　沖縄の魅力について国内外に広くPR活

動を行う「美ら島沖縄大使」の認証式が

県庁と読谷村内のホテルで行われ、同大

使に選ばれたイリュージョニストのプリン

セス天功さんと女優の長澤まさみさんに

仲井眞知事から認証状が手交された。

　プリンセス天功さんは米国同時多発テ

ロの影響で落ち込んだ県内観光を盛り上

げるために2001年末に宜野座村で「平和

へのカウントダウンフェスティバル」を開

催し、長澤まさみさんは沖縄を舞台とした映画に出演し、沖縄の魅力を全国に伝える

など、それぞれ沖縄の観光に貢献した功績が認められた。

琉球キングスがbjリーグ制覇bjリーグ制覇b
県庁で優勝報告会
琉球キングスがbjリーグ制覇
県庁で優勝報告会

来春の新卒者の採用拡大について
県内経済６団体に要請
来春の新卒者の採用拡大について
県内経済６団体に要請

プリンセス天功さんと長澤まさみさんに
美ら島沖縄大使認証状を交付
プリンセス天功さんと長澤まさみさんに
美ら島沖縄大使認証状を交付 仲井眞知事が鳥島射爆撃場などを視察仲井眞知事が鳥島射爆撃場などを視察

　仲井眞知事は、県が日米両政府に返還

を求めている久米島町内の鳥島射爆撃場

（米軍訓練水域・空域）などを視察した。

　仲井眞知事は、船上で久米島町の平良

朝幸町長や県漁業協同組合長会の棚原哲

也会長らから鳥島射爆撃場の状況のほ

か、パヤオなど漁場との位置関係や漁業

操業における影響等の説明を受けた。

　鳥島射爆撃場の現状を目にした仲井眞知事は「想像以上に無惨な鳥島の

姿に大変驚いている。これ以上、鳥島を米軍の射爆撃場として使わせるのは

限界。早めに返還してもらわなければいけないということを改めて感じた」と

述べた。

米軍の演習で岩肌がむき出しになった鳥島

知念栄治会長に要請書を手渡す仲井眞知事

認証状を手にするプリンセス天功さん 長澤まさみさんと仲井眞知事

要請文を読み上げる仲村君（左）、仲宗根君（右）

チームの優勝を称える仲井眞知事

　今年3月に卒業した県内学生の就職内定

率が全国平均を大きく下回ったことで、仲井

眞知事は森川善樹沖縄労働局長らとともに

那覇市の沖縄県産業支援センターを訪ね、

来春に卒業を予定している高校生や大学生

の採用拡大と求人票の早期提出の取り組み

について県内経済6団体に要請した。

　知念栄治県経営者協会会長に要請書を

手渡した仲井眞知事は「内定時期の遅れが職業選択のミスマッチや高い離職

率の要因になっている。新規学卒者の採用拡大などに取り組んでもらいたい」

と話し、同行した沖縄工業高校3年の仲村和浩君、仲宗根秀紀君も「新規学卒

者が一人でも多く就職できるようにお願いします」と要請した。

日誌
県政

52万2,121世帯世帯
※前月比3,750世帯増

平成21年5月1日現在

138万1,166人人口
※前月比4,166人増
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月JU
N
E

1日2日3日4日5日8日9日11日 10日15日
平
成
２２
年
度
全
国
高
校
総
体

沖
縄
県
実
行
委
員
会
第
2
回
総
会 

北
部
振
興
事
業
継
続
の
協
力
要
請

北
部
地
域
１２
市
町
村
長

沖
縄
総
合
事
務
局
と
沖
縄
県
と
の

第
2
回
政
策
事
務
連
絡
会
議

寄
付
金
贈
呈
式

オ
リ
オ
ン
ビ
ー
ル（
株
）代
表
取
締
役
社
長　

仲
村
幸
夫
氏

美
ら
島
沖
縄
大
使
認
証
式

プ
リ
ン
セ
ス
天
功
さ
ん
、長
澤
ま
さ
み
さ
ん

東
京
出
張（
１２
日
ま
で
）

新
規
学
卒
者
採
用
枠
の
拡
大
に
つ
い
て

久
米
島
・
鳥
島
両
射
爆
撃
場
視
察

平
成
２１
年
度
第
1
回
行
政
改
革
懇
話
会

沖
縄
国
際
ア
ジ
ア
音
楽
祭
協
賛
金
贈
呈
式

那
覇
空
港
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ（
株
）代
表
取
締
役
社
長　

嘉
数
昇
明
氏

沖
縄
に
お
け
る
国
土
交
通
施
策
に
関
す
る
懇
談
会

沖
縄
県
商
工
会
連
合
会
会
長

上
原
義
雄
氏
ほ
か

表敬

沖
縄
県
倫
理
法
人
会
会
長　

宮
城
通
治
氏

表敬

座
間
味
村
長　

宮
里
哲
氏

表敬

沖
縄
県
建
設
業
協
会
会
長

呉
屋
守
將
氏

要請

日
本
労
働
組
合
総
連
合
会

沖
縄
県
連
合
会
会
長　

仲
村
信
正
氏

要請

沖
縄
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
会
長

山
田
親
幸
氏

表敬 要請

沖縄の人口
世帯の動き
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月M
A
Y

18日20日21日27日 22日29日
東
京
出
張（
１９
日
ま
で
）

第
6
回
沖
縄
県
緊
急
総
合
経
済
対
策
会
議 

第
４７
回
I
B
M
ユ
ー
ザ
ー
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

東
京
出
張（
２９
日
ま
で
）

第
5
回
沖
縄
県
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

対
策
本
部
会
議

「
フ
ォ
ー
ラ
ム
２１
」沖
縄
研
修　

知
事
講
演

宮
古
島
視
察

琉
球
ゴ
ー
ル
デ
ン
キ
ン
グ
ス

b
j
リ
ー
グ
優
勝
報
告
会 

琉
球
大
学
医
学
部
医
学
科
地
域
枠
学
生

表敬
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7月は
ちゅら島
環境美化
促進月間
です

　

沖
縄
県
は
、
日
本
で
唯
一
の
亜
熱
帯
海

洋
性
気
候
に
あ
り
、
青
く
澄
ん
だ
美
し
い

海
を
は
じ
め
、
豊
か
な
自
然
が
織
り
な
す

美
し
い
景
観
に
恵
ま
れ
た
島
で
す
。こ
の

景
観
、
自
然
環
境
は
私
た
ち
の
誇
り
で
あ

る
と
と
も
に
、
次
の
世
代
へ
引
き
継
ぐ
べ

き
貴
重
な
財
産
で
す
。

　

し
か
し
、
県
内
の
道
路
や
公
園
、
観
光

地
な
ど
で
は
、
日
常
生
活
や
行
楽
な
ど
で

ポ
イ
捨
て
さ
れ
た
ご
み
が
散
乱
し
て
い

る
光
景
が
み
ら
れ
ま
す
。一
部
の
心
な
い

ド
ラ
イ
バ
ー
が
車
窓
か
ら
タ
バ
コ
の
吸

い
殻
を
投
げ
捨
て
る
行
為
や
、
道
端
に
転

が
っ
て
い
る
空
き
缶
な
ど
、
み
て
い
て
嫌

な
気
持
ち
に
な
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

ご
み
が
散
乱
す
る
と
、
私
た
ち
が
暮
ら

す
生
活
環
境
が
悪
化
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
地
域
の
美
観
も
損
ね
て
し
ま
い
、
観

光
・
リ
ゾ
ー
ト
地
と
し
て
の
本
県
の
イ

メ
ー
ジ
に
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

ご
み
の
散
乱
防
止
は
、
私
た
ち
一
人
ひ

と
り
が
「
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
」

と
い
う
当
た
り
前
の
マ
ナ
ー
を
守
る
こ

と
か
ら
は
じ
ま
り
ま
す
。私
た
ち
が
環
境

美
化
の
意
識
を
高
め
る
こ
と
が
、
ご
み
の

ポ
イ
捨
て
を
防
ぐ
近
道
で
す
。

　

ご
み
の
散
乱
防
止
や
環
境
美
化
を
促

進
す
る
た
め
、
県
で
は
平
成
十
四
年
に

「
ち
ゅ
ら
島
環
境
美
化
条
例
」
を
制
定
し

ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
で
は
、
空
き
缶
・
た
ば
こ
の

吸
い
殻
な
ど
、
屋
外
で
散
乱
し
や
す
い
ご

み
の
発
生
を
防
ぐ
た
め
の
基
本
的
な

ル
ー
ル
や
、県
民
、事
業
者
、市
町
村
及
び

県
が
一
体
と
な
っ
て
環
境
美
化
に
取
り
組

む
仕
組
み
や
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
な
ど
を

定
め
て
い
ま
す
。県
は
「
環
境
美
化
促
進

モ
デ
ル
地
域
」
を
指
定
し
、
補
助
金
を
交

付
す
る
事
業
や
、
県
民
等
に
対
す
る
情
報

提
供
・
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

ご
み
の
散
乱
防
止
に
対
す
る
県
民
一

人
ひ
と
り
の
活
動
を
と
お
し
て
、
地
域
の

環
境
美
化
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
く
自
然
環

境
の
保
全
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目

標
に
し
て
い
ま
す
。

ご
み
の
散
乱
の
な
い

快
適
な
生
活
環
境
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う

県環境整備課  　TEL：098-866-2231　　  FAX：098-866-2235お問い合わせ

　

近
年
、
環
境
美
化
に
対
す
る
関
心
が
高

ま
っ
て
き
て
お
り
、
県
内
の
各
地
域
で
、

住
民
を
は
じ
め
企
業
や
学
校
、
N
P
O
な

ど
の
各
種
団
体
が
清
掃
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。テ
レ
ビ
な
ど
の
マ
ス
メ

デ
ィ
ア
に
も
頻
繁
に
取
り
あ
げ
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
活
動
の
様
子
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　
「
ち
ゅ
ら
島
環
境
美
化
条
例
」
の
趣
旨

を
踏
ま
え
、
平
成
十
四
年
に
「
ち
ゅ
ら
島

環
境
美
化
推
進
県
民
連
絡
会
議
」
が
設
置

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
会
議
は
、
行
政
や
企

業
、
各
種
団
体
の
百
二
十
九
団
体
で
構
成

さ
れ
て
お
り
、
全
県
一
斉
清
掃
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
十
年
度
に
は
、
延
べ
五
万
人
以

上
の
方
々
が
清
掃
に
参
加
し
、
今
年
度
も

七
月
を
中
心
に
多
く
の
市
町
村
や
団
体

で
清
掃
活
動
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
六
月
か
ら
七
月
に
か
け
て
、
沖

縄
ク
リ
ー
ン
コ
ー
ス
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

＊
Ｏ
Ｃ
Ｃ
Ｎ
が
、
海
岸
や
ビ
ー
チ
の
一
斉

清
掃
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
ポ
イ
捨

て
を
未
然
に
防
ぐ

取
り
組
み
と
し

て
、
県
内
五
つ
の

市（
那
覇
市
、宜
野

湾
市
、糸
満
市
、沖

縄
市
及
び
う
る
ま

市
）
と
地
域
の
各
種
団
体
が
協
力
し
て

「
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
防
止
公
開
パ
ト
ロ
ー

ル
」を
実
施
し
ま
す
。

　
「
ち
ゅ
ら
島
環
境
美
化
条
例
」
や
各
市

町
村
が
制
定
し
た「
空
き
缶
等
散
乱
防
止

条
例
」
で
は
、
ご
み
の
投
げ

捨
て
行
為
が
禁
止
さ
れ
て

お
り
、
こ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
で

は
、
投
げ
捨
て
行
為
を
行
っ

た
者
に
対
し
て
注
意
指
導

を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
観
光
・
教
育

関
連
団
体
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
団
体
に
よ
り
清
掃
活
動

が
企
画
さ
れ
、
多
く
の
地

域
・
市
民
団
体
が
参
加
し

て
い
ま
す
。

　

毎
年
七
月
は
「
ち
ゅ
ら
島
環
境
美
化
促

進
月
間
」
で
す
。今
年
も
県
内
各
地
で
清

掃
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。ご
み
の
ポ
イ
捨

て
の
な
い
快
適
な
生
活
環
境
を
つ
く
る

た
め
、
多
く
の
県
民
の
皆
さ
ま
の
積
極
的

な
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

活
動
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
県

環
境
整
備
課
、
又
は
各
市
町
村
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
県
環
境
整
備
課
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
）

ご
み
の
散
乱
防
止
に
つ
い
て

考
え
て
み
よ
う

環
境
美
化
に
向
け
た
取
り
組
み

清
掃
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

ち
ゅ
ら
島
環
境
美
化
条
例

っ
て
何
？

ち
ゅ
ら
島
環
境
美
化
全
県
一
斉
清
掃

ま
る
ご
と
沖
縄
ク
リ
ー
ン
ビ
ー
チ

二
〇
〇
九

ご
み
の
ポ
イ
捨
て
防
止
公
開

パ
ト
ロ
ー
ル

ちゅら島環境美化条例のあらまし

県
■空き缶・吸い
　殻等の散乱
　防止のための
　施策の策定、
　実施

県民等
■生活環境の
　美化
■空き缶・吸い
　殻等の散乱
　防止

土地の
占有者等

■空き缶・吸い殻等の
　散乱防止
■公共の場所の管理者
　→県民等への啓発

空き缶・吸い殻等の投げ捨て禁止（措置命令・罰則）

環境美化の促進

快適で潤いのある生活環境の確保　環境の保全

それぞれの役割

事業者
■事業活動に伴う空
　き缶・吸い殻等の
　散乱防止
■消費者への啓発

協力

協
力

協
力

R

支 援
●環境美化促進月間
●環境美化促進モデル地区
●環境教育及び学習の推進
●自発的な活動の促進
●助言及び指導

イメージキャラクター「おきぴか」

＊OCCNとは、私たちの青い海、白い砂浜など沖縄の豊かな自然
　を守っていきたいと願う人たち（行政、各種法人、ボランティア団
　体、マリンレジャー団体、個人等）が集まったネットワークです。

ごみのポイ捨て防止公開パトロール

まるごと沖縄クリーンビーチ



県国保・健康増進課  　TEL：098-866-2209　 FAX：098-866-2289 沖縄県熱中症速報（6月～9月） 沖縄県熱中症
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沖縄県では、県内23の定点医療機関の協力を得て、6月から9月までに発生した熱中症について、
今後の予防対策に役立てるため、発生状況をとりまとめ公表しています。

検　索

22
Special EditionSpecial Edition 2

熱中症の応急処置熱中症の応急処置熱中症の応急処置

熱中症を引き起こす
おもな条件

どのような場所で
なりやすいか

どのような人が
なりやすいか

熱中症とは…

●気温が高い

●湿度が高い

●風が弱い

●日差しが強い

●急に暑くなった

●照り返し、

  輻射熱が強い

●激しい労働や運動

　によって体内に著

　しい熱がたまる

●暑い環境に体が充

　分に対応できてい

　ない

●脱水症状のある人

　（寝不足や欠食時、前の晩の飲食など）

●高齢者

●肥満の人

●過度の着衣

●普段から運動しなれていない人

●暑さに慣れていない人

●病気の人、体調の悪い人

高温、多湿、風が弱い、輻射源（熱を

発生するもの）があるなどの環境下

工事現場、運動場、体育館、一般の

家庭の風呂場や気密性の高いビ

ルやマンション、窓を閉め切った

車中など 

気をつけよう！ 熱中症

【環境】 【からだ】

炎天下での長時間の
作業や海水浴は避けましょう。

急に暑くなる日は
注意しましょう。

現場での応急処置

涼しい環境への避難

熱中症重症度Ⅰ

熱中症重症度Ⅱ

熱中症重症度Ⅲ

脱衣と冷却

平成20年度沖縄県内発生状況 (人数）

平成20年度沖縄県熱中症発生状況

水分や塩分の補給

医療機関へ運ぶ

めまい、たちくらみ、筋肉のこむらがえりなど
水分・塩分を補給し涼しいところで休息させる

【症 状】
【対処法】

【症 状】
【対処法】

【症 状】

【対処法】

頭痛、吐き気、倦怠感など
水分・塩分を補給し涼しいところで休息させる。足を高くし
て休ませる。自力で水分補給できなければすぐに病院へ

意識がない、痙攣、呼びかけに対する返事がおかし
い。まっすぐに走れない歩けない、高い体温である
水や氷で首や脇の下、足の付け根などを冷やす
すぐに救急車を呼ぶ衣服をゆるめるなど

し、体からの熱の放散

を助ける。氷や水で首

や脇の下、足の付け根

などを冷やす。

冷たい水や、スポー

ツドリンクなどを与

える。ただし、意識

がはっきりしていな

い場合は経口での

摂取は厳禁。

意識がはっきり

しないとき、自力

で水分摂取がで

きないときは、す

ぐに医療機関へ

搬送する。

調査期間　H20.6.1～9.30（県内定点医療機関からの報告による）

居 住 地 別 発 生 場 所

発 生 要 因

発生総件数 44 4

男　女　別

年　齢　別

直射日光暴露時間

県 内

県 外

　 男 　

　 女 　

０ ～ ９

1 0 ～ 1 9

2 0 ～ 2 9

3 0 ～ 3 9

4 0 ～ 4 9

5 0 ～ 5 9

6 0 ～ 5 9

　 7 0 ～ 　

２時間以内

２～４時間

４時間以上

暴 露 無 し

不 　 　 明

農 地

海 浜

運 動 場

路 上

ゴ ル フ 場

その他の屋外

屋 内

そ の 他

農 作 業

漁 業

水泳・甲羅干し

運 動

ゴ ル フ

その他の屋外作業

屋 内 作 業

そ の 他

416

28

372

72

9

76

74

100

65

47

27

46

46

73

260

61

4

26

34

47

22

11

233

61

10

31

1

25

82

10

222

26

47

死　亡　者　数

定点医療機関数

0人

23

：

：
※1 直射日光にさらされた時間
※2直射日光暴露時間無しは、発生総数の約 13％です。屋内での熱中症予防対策も重要です！

1

2

3

4

予防対策

日傘や帽子を利用
しましょう。

屋外労働や屋内外での
スポーツ時など、
たくさん汗をかくときは、
充分な水分と塩分を
補給しましょう。 

スポーツドリンクや食塩水
(１リットルの水に１～２ｇの
食塩を混ぜる）

室内では、適度な通風や
冷房設備を設けるなど、
熱を逃す工夫をしましょう。 

　高温環境下で、体温の調節機能が破綻するなど、体内の水分や塩分（ナトリウム

など）のバランスが崩れ、発症する障害の総称です。

　死に至る可能性のある病態ですが、予防法を知っていれば防ぐ事ができ、応急処

置を知っていれば救命できる可能性もあります。

熱中症は「無理のし過ぎ」や「認識不足」で起こります。

こまめに
水分を
とりましょう。

暑さを避け、
服装も襟元を
あけるなど工夫を
しましょう。

風通しの良い日

陰やクーラーの

ある室内など、

涼しい場所へ避

難させる。

60

50

40

30

20

10

0

第1週

6/1

～

6/7

6/8

～

6/14

6/15

～

6/21

6/22

～

6/28

6/29

～

7/5

7/6

～

7/12

7/13

～

7/19

7/20

～

7/26

7/27

～

8/2

8/3

～

8/9

8/10

～

8/16

8/17

～

8/23

8/24

～

8/30

8/31

～

9/6

9/7

～

9/13

9/14

～

9/20

9/21

～

9/27

9/28

～

9/30
第2週 第3週 第4週 第5週 第6週 第7週 第8週 第9週 第10週 第11週 第12週 第13週 第14週 第15週 第16週 第17週 第18週

居住地 ：  県内 県外

※1

※2

（人数）
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3

　沖縄に住む私たちにとって海はいつも身近な存在であり、古来より海からの恩恵を受けてきま
したが、最近は水産資源が減少し、新鮮な魚貝類が捕れにくくなっています。
　潮干狩りや釣りなどの遊漁では、私たちが守らなければならないルールがあります。沖縄の美
しい海や水産資源を大切にするためにもルールを知っておきましょう。

　最近は以前と比べて魚や貝など海の生き物
が減ってきています。原因は様々ですが、水産資
源や海の生き物を保護するため、国や県では法
令や地域のルールなどで遊漁時の漁具や漁法
を制限したり、禁漁期間などの約束事を決めて
います。

　これらは、許可を受けた漁業者などに使用が認められてい
る漁具であり、一般の方が遊漁で使用すると罰せられます。例
としてマリンレジャーで人気の高いスキューバダイビングで
は、潜水中に水産動植物を捕ることは禁じられています。ま
た、水中銃でなくても、モリ類のようにゴムの弾力等で手元か
ら飛ばす使い方はできません。

×網漁具（刺し網、カニカゴなど）
×水中銃
×潜水器（スキューバダイビング装備など）

　漁業者は「漁業権」という権利により、私
たちに水産物を提供するため漁業をしてい
ます。漁業権については地域ごとに対象種
類が違うので、一般の人が遊漁を行う際は
地元の漁業協同組合に遊漁ルールについ
て確認してください。遊漁を楽しむには漁業
者の立場を理解し、ルールをしっかり守る必
要があります。
　水産動植物によって捕ってはいけない時
期や、決められた大きさになるまで捕ること
を禁じられているものがあります。漁業者は
これらの規則に加え、地域独自のルールを
作り、沖縄の海の貴重な水産資源を守る取
り組みを行っています。
　また、一般の人、漁業者ともに捕ることを
禁じられているものとして造礁サンゴ類や
ウミガメ類の卵があるなど、水産動植物を捕
ることについては様々な制限があることを
私たちは知っておく必要があります。
　「海」は大事な資源であるとともに、私たち
に食料を提供してくれる場でもあります。私
たちが海のルールを守ることで、いつまでも
豊かな水産資源を保ち続けることができま
す。資源には限りがあることを理解し、必要
以上に魚介類を捕ることは避けましょう。

　釣り船は遊漁船業者として県へ登録する必要があります。遊漁船業者とし
て登録している船は損害賠償保険に加入しており、乗員の安全を確保するた
めの遊漁船業務主任者が乗船するように義務づけられています。
　釣り船で安全に釣りを楽しむには、その船がきちんと遊漁船業者として登録
されたものかどうか、船体表記を確認してから利用するようにしてください。

海の水産資源を持続的に
利用するために

遊漁で気をつけるべきこと

■遊漁時、一般の人が行ってもよいこと

■遊漁時、一般の人が使ってはいけない漁具

安全な船で釣りを楽しむ

○手づかみ（熊手なども可）
○釣り（集魚灯などの照明器は使えません）
○素潜り（シュノーケリングも可）
○やす、は具（発射装置を有するものは使えません）
○投網（船では使えません）
○たも網、さで網

遊漁船業者登録をして
いる船には、このような
表記がされています。

遊漁船業者登録をして
いる船には、このような
表記がされています。

釣 沖縄 777

沖縄県漁業調整規則での禁止事項

これを守らないと、沖縄県漁業調整規則違反として10万円以下の罰金と6ヶ月以下の懲役をあわせた罪に問われます

禁止期間

体長制限

●しゃこがい類（6月1日から8月31日まで）　　　●いせえび類（4月1日から6月30日まで）

●いせえび類（体長18cm以下）  ●ヒメジャコ（殻長8cm以下）  ●シャゴウ（殻長15cm以下）
●ヒレジャコ（殻長20cm以下） ●ヒレナシジャコ（殻長30cm以下）
●チョウセンサザエ（口径3cm以下）  ●ヤコウガイ（口径6cm以下）  ●サラサバテイ（殻の短径6cm以下）
●ギンタカハマ（殻の短径6cm以下）  ●クロチョウガイ（殻高10cm以下）  ●マベガイ（殻高10cm以下）
●エラブウナギ（体長60cm以下）  ●ウナギ（体長10cm以下）



各市町村の浴岸域

代表的な
スポット

「ベニアジサシ」

全長 33cm。

主に奄美諸島以南に夏鳥として渡来し、

海岸の岩礁や小島などで集団繁殖します。

オーストラリアのグレートバリアリーフで越冬することが、

近年の調査で確認されました。

海上を飛翔しながら小魚を見つけ、

海面にダイブして捕らえる姿が

県内各地の沿岸域で見られます。

人が近づくと、繁殖地を放棄する事があります。

コバルトブルーの海に夏を運んでくる渡り鳥

チドリ目カモメ科

レッドデータ沖縄「準絶滅危惧」、環境省レッドリスト「絶滅危惧Ⅱ類」に分類



こ
の
仕
事
に
就
い
た
き
っ
か
け
は
？

一
日
の
平
均
的
な

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

「
管
理
薬
剤
師
」と

「
薬
剤
師
」の
違
い
は
？

仕
事
を
辞
め
た
い
と
思
っ
た
こ
と
は
？

ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
ま
し
た
か
？

職
場
の
人
間
関
係
を

円
滑
に
す
る
秘
訣
は
？

同
じ
道
を
め
ざ
す
人
へ

ア
ド
バ
イ
ス
を
！

興味のあるシゴトはあるけれど、その実態がよくわからない。
やりがいや本音、現場の空気がもっと知りたい！そんな思いに応えてさまざまなシゴトをリポート！

ヒントはいつも現場にありました！

「医療のシゴト（薬剤師）」●今月のシゴト・ターゲット

株式会社 薬正堂　すこやか薬局よみたん店　管理薬剤師　高良 武志さん（29歳）

病
気
や
薬
の
知
識
と

継
続
的
な
勉
強
が

必
要
な
シ
ゴ
ト
。

患
者
さ
ん
や
医
師
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
も
重
要
で
す
。

　

病
院
か
ら
の
処
方
せ
ん
を
基
に
薬

を
正
確
に
調
剤
し
、正
し
い
服
用
方
法

や
用
量
の
説
明
、ア
レ
ル
ギ
ー
の
確
認

な
ど
を
行
い
、患
者
さ
ん
へ
薬
を
直
接

渡
す
の
が
仕
事
で
す
。薬
剤
師
は
四
年

制（
二
〇
〇
六
年
以
降
は
六
年
制
）大

学
で
薬
学
に
関
す
る
正
規
の
課
程
を

卒
業
し
、国
家
試
験
に
合
格
す
る
こ
と

が
必
須
条
件
。医
薬
分
業
が
進
む
中
で

薬
剤
師
の
仕
事
も
広
が
っ
て
お
り
、薬

や
病
気
に
関
す
る
専
門
知
識
だ
け
で

な
く
、患
者
さ
ん
に
親
身
に
な
っ
て
対

応
す
る
姿
勢
、薬
の
総
合
的
な
相
談
窓

口
と
し
て
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス
も
求

め
ら
れ
ま
す
。医
療
や
薬
の
進
歩
に
対

応
す
る
た
め
、新
薬
な
ど
の
情
報
収
集

や
勉
強
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。幅
広
い
視

野
や
的
確
な
判
断
力
、慎
重
さ
な
ど
が

必
要
で
責
任
は
重
い
で
す
が
、社
会
的

な
役
割
も
や
り
が
い
も
大
き
な
仕
事

で
す
。

上司にかわいがられるまじめで素直な性格。
自分で気づいて動くことができる優秀な人材です。
面接時の「高齢者のお役に立ちたい」という高良の想い

を汲み、入社4年目でよみたん店の責任者に抜擢しまし

た。薬剤師は、たとえば痛みを伴う患者さんにいかに親

身になれるかが大切。洞察力や判断力も重視され、日々

の勉強も欠かせません。地域の信頼を得られるよう今

後も頑張って欲しいですね。

上司からもヒトコト

常に緊張感を

保ち続けるよう

努力しています。

薬の説明は

患者さんに

わかりやすく

行います。

薬
剤
師
の
シ
ゴ
ト
と
は

1980年沖縄市出身。高校卒業後、県外大
学薬学部へ進学。2004年4月、薬剤師免
許取得。株式会社 薬正堂入社。すこやか
薬局中頭店を経て北谷店へ異動後、管理
薬剤師に任命。2009年5月1日より、よみ
たん店で管理薬剤師として薬局の運営・
管理を行う。

高良 武志さん

進
路
が
理
系
で
、兄
が
看
護
師
だ
っ

た
こ
と
も
あ
っ
て
ご
く
自
然
に
医
療

関
係
の
道
へ
。医
師
は
さ
す
が
に
難
関
だ
っ

た
の
で
薬
剤
師
を
選
び
ま
し
た
。大
学
卒
業

後
に
国
家
資
格
に
合
格
し
、沖
縄
へ
帰
っ
た

ら
現
在
の
職
場
で
薬
剤
師
募
集
が
あ
り
ま

し
た
。

午
前
八
時
半
に
出
勤
し
て
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
や
機
械
類
を
立
ち
上
げ
、

不
足
し
て
い
る
薬
の
注
文
手
配
、薬
を
取
り

に
来
る
患
者
さ
ん
の
予
約
確
認
な
ど
を
行

い
ま
す
。九
時
に
は
薬
局
が
開
店
。一
日
平

均
約
七
十
名
の
患
者
さ
ん
に
対
応
し
ま
す
。

午
後
六
時
の
閉
店
後
に
残
業
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

薬
局
に
は
責
任
者
を
一
人
配
置
す

る
こ
と
が
薬
事
法
で
定
め
ら
れ
て

お
り
、管
理
薬
剤
師
は
そ
の
責
任
者
で
い
わ

ば
店
長
職
。私
も
よ
み
た
ん
店
の
立
ち
上
げ

に
大
き
く
関
わ
り
ま
し
た
。病
気
の
種
類
や

症
状
別
に
薬
剤
棚
の
配
置
を
決
め
た
り
、動

き
や
す
い
動
線
を
考
え
る
な
ど
、薬
局
の
運

営
や
管
理
は
管
理
薬
剤
師
の
裁
量
に
委
ね

ら
れ
て
い
ま
す
。

薬
剤
を
直
接
手
で
触
る
仕
事
な
の
で

神
経
を
使
い
ま
す
。ミ
ス
防
止
の
た

め
す
べ
て
に
注
意
深
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
、

似
た
名
前
の
薬
は
離
し
て
配
置
し
た
り
、複

数
の
薬
剤
師
で
何
度
も
チ
ェ
ッ
ク
を
行
う

な
ど
基
本
を
徹
底
。や
り
が
い
は
仕
事
の
中

に
常
に
新
し
い
情
報
や
学
び
が
あ
る
こ
と
。

書
籍
や
ネ
ッ
ト
な
ど
で
新
薬
の
情
報
を
収

集
し
た
り
、管
理
薬
剤
師
の
定
例
会
議
で
各

店
舗
や
業
界
の
情
報
を
共
有
し
た
り
。ま
だ

勉
強
不
足
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
多
い
か

ら
必
死
で
や
り
続
け
た
い
、こ
な
し
た
い
と

強
く
思
い
ま
す
。仕
事
は
プ
ラ
イ
ド
で
あ
り

ア
ク
シ
ョ
ン
の
証
で
す
か
ら
。

超
繁
忙
店
に
い
た
新
人
の
頃
、「
薬
剤

師
っ
て
こ
ん
な
に
忙
し
い
の
か
」と

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。明
日
休
み
た
い
な
〜

と
思
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す（
笑
）。一
年
も

経
つ
と
忙
し
さ
に
も
慣
れ
、ハ
ー
ド
な
環
境

で
仕
事
も
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。今
で
は「
忙

し
く
て
良
か
っ
た
」
と
さ
え
感
じ
て
い
ま

す
。尊
敬
で
き
る
上
司
の
存
在
も
大
き
い
で

す
ね
。

冗
談
を
言
う
な
ど
話
し
や
す
い
雰
囲

気
を
作
り
、仕
事
の
依
頼
も
命
令
口

調
に
な
ら
な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

薬
剤
師
は
人
と
関
わ
る
こ
と
が
多
い
の
で
、

幅
広
い
視
野
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
も
必
要
で
す
。こ
の
道
を
め
ざ
す
な
ら
と

に
か
く
や
っ
て
み
る
。ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ

し
て
み
る
。聞
い
た
こ
と
で
は
な
く
自
分
で

体
験
し
て
く
だ
さ
い
！

すこやか薬局グループ北エリア長   比嘉浩一さん

働く夢、広げよう！

7月はみんなでグッジョブ運動推進月間です

◆日時  7月10日（金）  午後2時～4時

◆会場  沖縄コンベンションセンター会議棟

◆トークショー  ジュン安永氏（琉球ゴールデンキングス）

◆ミニライブ  砂川恵理歌さん

　雇用情勢の改善に向け、7月10日コンベンションセ

ンターにて、関係機関、団体等が協力して、推進大会

をはじめ各種イベント等を実施します。

みんなでグッジョブEXPO2009

ーみんなでグッジョブ運動推進大会2009ー

　県では、平成21年度「障害者の態様に応じた多様な

委託訓練」を受託し、職業訓練を実施していただける

団体を募集しています。

　障害を有する方に対する職業訓練の知識・経験を

有する社会福祉法人・企業等で、受託を希望される場

合は、県雇用労政課までお問い合せください。

企業・団体のみなさまへ
障害者委託訓練委託先の募集

◇問合せ先　県雇用労政課能力開発班
☎098-866-2366

　県では、社団法人沖縄県建設業協会との共催で、平

成21年度建築技能研修（即戦力養成研修）を実施しま

す。

　対象者は土木工や塗装工などの方で、新たに建築

型枠や鉄筋の技能を身につけ就労したい方。在職中・

失業中を問いません。

◆受講料　無料

◆研修期間　8月17日（月）～10月14日（水）

◆実施場所　沖縄県建設会館（浦添市牧港）

「建築技能研修」を開催します

◇問合せ先　（社）沖縄県建設業協会
☎098-876-5211

　県では、県内に新規に立地する企業又は業務拡大

に伴い従業員を増やす企業が、新規雇用を伴い従業

員に専門的で高度な技能や技術を習得させるため、

県外先進企業等へ派遣し研修を行う際の交通費及

び住居費等を助成する事業を今年度より開始いたし

ます。

従業員研修促進支援事業

◇問合せ先　（財）雇用開発推進機構
☎098-859-6140

◇問合せ先  県産業政策課雇用創出戦略スタッフ室
☎098-866-2324

仕
事
の
苦
労
は
？

や
り
が
い
感
じ
る
瞬
間
は
？



　

地
デ
ジ
を
視
聴
す
る
に
は
、「
テ
レ

ビ
を
買
い
換
え
る
」
、「
デ
ジ
タ
ル

チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
す
」、「
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
に
加
入
す
る
」の
三
つ
の
方

法
が
あ
り
ま
す
。お
住
ま
い
の
視
聴
環

境（
ア
ン
テ
ナ
、視
聴
エ
リ
ア
）を
確
認

の
上
、各
家
庭
の
状
況
に
合
わ
せ
た
デ

ジ
タ
ル
放
送
視
聴
機
器
の
準
備
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

平
成
二
十
一
年
五
月
十
五
日
以
降

に
、
統
一
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
四
つ
星

（
★
★
★
★
）相
当
以
上
の
地
デ
ジ
対

応
テ
レ
ビ
を
購
入
し
た
場
合
、画
面
サ

イ
ズ
に
応
じ
て
様
々
な
商
品
・
サ
ー
ビ

ス
と
交
換
可
能
な
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
が

付
与
さ
れ
ま
す
。

対
象
商
品
の
ご
確

認
は
、家
電
メ
ー

カ
ー
、家
電
販
売

店
等
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

県
で
は
、
県
政
に
対
す
る
県
民
の
皆
さ
ま
の
理
解
を
深
め
、コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
職
員
が
直

接
県
民
の
皆
さ
ま
の
も
と
に
出
向
き
、県
が
重
点
的
に
取
り
組
む

事
業
や
県
政
の
課
題
に
つ
い
て
説
明
す
る「
お
き
な
わ
県
政
出
前

講
座
」を
実
施
し
ま
す
。講
座
一
覧
よ
り
ご
希
望
の
講
座
を
選
び
、

お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

お
き
な
わ
県
政
出
前
講
座

〜
平
成
二
十
一
年
度 

実
施
講
座
の
紹
介
〜

【
講
座
の
対
象
】

【
実
施
日
時
】

お問い合わせ
お問い合わせ ●県情報政策課  TEL.098-866-2036　　FAX.098-866-2998

●県広報課  TEL.098-866-2020　　FAX.098-866-2467

　

現
行
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
は
二
〇
一

一
年
七
月
二
十
四
日
に
終
了
し
ま
す
。こ
の
た

め
、現
在
の
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
放
送
を
視
聴
し

て
い
る
方
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

（
地
デ
ジ
）へ
の
移
行
が
必
要
で
す
。

ア
ナ
ロ
グ
放
送
か
ら
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ

〜
地
デ
ジ
へ
の
移
行
を
お
願
い
し
ま
す
〜

【
地
デ
ジ
移
行
の
理
由
】

【
地
デ
ジ
を
視
聴
す
る
に
は
】

【
県
の
取
り
組
み
状
況
】 

【
地
デ
ジ
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

①
条
件
不
利
地
域
の
基
盤
整
備
等

　

沖
縄
県
に
お
け
る
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
は
、二
〇
〇
六
年
に
開
始
し
、順

次
、放
送
エ
リ
ア
を
拡
大
し
て
い
ま
す

が
、離
島
や
山
間
部
な
ど
、地
デ
ジ
視

聴
に
課
題
の
あ
る
条
件
不
利
地
域
が

存
在
し
ま
す
。

　

県
で
は
、国
、市
町
村
、放
送
事
業
者

と
連
携
し
、条
件
不
利
地
域
に
お
い
て

地
デ
ジ
が
視
聴
で
き
な
い
こ
と
に
よ

る
情
報
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う
関
連

設
備
の
整
備
の
ほ
か
、中
継
局
整
備
に

か
か
る
費
用
の
補
助
な
ど
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

②
県
有
施
設
の
デ
ジ
タ
ル
化

　

次
の
理
由
か
ら
、県
有
施
設
に
お
け

る
地
デ
ジ
へ
の
早
期
対
応
に
向
け
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
に
密
着
し
た
受
信
者
支
援
を

行
う
た
め
、総
務
省
沖
縄
県
テ
レ
ビ
受

信
者
支
援
セ
ン
タ
ー（
デ
ジ
サ
ポ
沖

縄
）が
平
成
二
十
一
年
二
月
か
ら
業
務

を
開
始
し
、
各
地
域
で
地
デ
ジ
の
受
信

「出前講座」ページ　http://www.pref.okinawa.jp/kouhou/demae/mainpage.htm

　

お
お
む
ね
二
十
人
以
上
の
集
会
。た
だ

し
、次
の
場
合
は
対
象
外
と
し
ま
す
。

・
営
利
、宗
教
、政
治
活
動
を
目
的
と
す
る

も
の

・
苦
情
、陳
情
を
目
的
と
す
る
も
の

【
費
用
】

　

職
員
派
遣
の
費
用
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

【
会
場
】

　

申
込
者
で
ご
用
意
く
だ
さ
い（
会
場
使

用
料
が
必
要
な
場
合
は
、申
込
者
で
ご
負

担
く
だ
さ
い
）。

　

講
座
を
希
望
す
る
日
の
一
カ
月
前
ま
で
に

「
出
前
講
座
申
込
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、県
広
報
課
あ
て
、郵
送
・
F
A
X
、又
は

電
子
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】

平
日…

午
前
十
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で

土
日…

午
前
十
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

＊
講
座
時
間
は
、一
時
間
半
程
度
で
す
。

実
施
ま
で
の
流
れ
・・・

県
民
の
皆
さ
ま（
二
十
人
以
上
の
集
会
）

①
受
講
希
望
講
座
選
択

②
申
込
み

③
受
付

⑤
講
座
の
実
施

④
講
座
の
担
当
課
よ
り

　

直
接
ご
連
絡
し
、
日
程
調
整
な
ど
を

　

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

地
デ
ジ
に
移
行
す
る
大
き
な
理
由

が
三
つ
あ
り
ま
す
。

①
電
波
の
有
効
利
用

　

放
送
や
通
信
な
ど
に
使
え
る
電
波

は
無
限
で
は
な
く
、あ
る
一
定
の
周
波

数
幅
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
た

め
、現
在
使
用
で
き
る
周
波
数
に
余
裕

が
な
く
過
密
に
使
用
さ
れ
て
い
る
状

況
で
す
。地
デ
ジ
に
移
行
す
る
と
大
幅

に
周
波
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、交

通
事
故
を
防
止
す
る
シ
ス
テ
ム
や
携

帯
電
話
の
通
信
速
度
を
高
速
化
す
る

な
ど
様
々
な
用
途
に
有
効
利
用
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

②
放
送
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化

　

現
代
の
生
活
の
な
か
で
最
も
身
近

な「
テ
レ
ビ
」も
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
っ

て
、今
ま
で
に
な
い
多
様
な
サ
ー
ビ
ス

を
実
現
し
ま
す
。地
デ
ジ
で
は
、高
画

質
・
高
音
質
の
デ
ジ
タ
ル
ハ
イ
ビ
ジ
ョ

ン
放
送
に
加
え
て
、高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
方
に
や
さ
し
い
サ
ー
ビ
ス
、暮
ら

し
に
役
立
つ
地
域
情
報
な
ど
が
提
供

さ
れ
ま
す
。

③
情
報
基
盤
の
形
成

　

地
デ
ジ
対
応
テ
レ
ビ
を
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
接
続
し
、よ
り
多
く
の
情
報

０５７０-０７-０１０１
（つながりにくい場合は、０３-４３３４-１１１１）

平日　９時～２１時、
土日・祝日　９時～１８時

・
公
共
施
設
に
お
い
て
は
、テ
レ
ビ
が

緊
急
時
の
情
報
入
手
手
段
に
な
る
こ

と
。

・
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
直
前
に
ア
ン
テ

ナ
改
修
工
事
等
が
集
中
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
た
め
、公
共
施
設
に
お
い

て
は
、工
事
等
の
平
準
化
を
図
る
必
要

が
あ
る
こ
と
。

説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。地
デ
ジ

に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
総
務
省
地

上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受

信
相
談
セ
ン

タ
ー
（
地
デ
ジ

コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー
）
が
一
括

受
付
し
、
現
地

調
査
が
必
要
な

も
の
に
つ
い
て

は
、
デ
ジ
サ
ポ

沖
縄
が
対
応
し

ま
す
。

※「
出
前
講
座
申
込
書
」は
県
広
報
課
で
配
布
し
ま
す
。

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受付時間

地デジコールセンター

エコポイントに関する問い合わせ先

電話

０５７０-０６８-８００
電話

環境省・経済産業省・総務省
グリーン家電エコポイント対応窓口

を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。テ
レ

ビ
を
デ
ジ
タ
ル

化
す
る
こ
と
で
、

誰
も
が
情
報
通
信
技
術
の
恩
恵
を
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

おきなわ県政出前講座 平成21年度実施講座一覧
項目 講座名

県政全般

文化振興・国際交流

県民生活・市民活動

環境・自然

保健・医療・福祉

観光振興

科学技術振興
IT活用

米軍基地関連

消防防災

地域振興・まちづくり

農林水産業

商工業・労働・雇用

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32

行革ゆんたく運動
本県の財政状況について
県税について
男女共同参画について
沖縄平和賞について
行政オンブズマン制度について
沖縄振興計画について
沖縄２１世紀ビジョン（仮称）について
道州制について
安全なまちづくりについて
芸術文化推進事業について
消費生活の安定と向上について
ＮＰＯ活動について
家庭ごみのリサイクルについて
世界自然遺産について
ちゅら島環境美化について
沖縄の自然について
沖縄の自然公園について
沖縄の貴重な動植物について
赤土等流出防止対策について
浄化槽について
傷病野生鳥獣救護について
動物愛護と適正な飼養について
マングース対策事業について
「健康おきなわ２１」の推進
配偶者暴力（ＤＶ）の防止について
障害者自立支援法について
放課後子どもプラン及び子育て支援事業について
児童虐待防止対策について
感染症予防等について
自殺対策について
臓器移植について

33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65

市町村合併について
地域再生等に関する意見交換会
離島地域の現状について
沖縄県の都市計画について

海の利用について
漁業権について
沖縄の畜産業について
就農サポートについて
農地・農振制度について
森林の多面的機能について
全島緑化事業について

沖縄の伝統工芸
若者の就職問題について
労働委員会における労使紛争処理の方法について
沖縄県中小企業支援計画について
ホストファミリーバンク推進事業について
かりゆしウェアの新たな展開について
県融資制度について

沖縄科学技術大学院大学構想の進捗状況について
電子申請について
沖縄の米軍基地について
日米地位協定の抜本的見直しについて
駐留軍用地跡地利用の推進について
防災対策について
国民保護法制について

項目 講座名

沖縄住生活基本計画（誰もが安心して心地よく暮らせる美ら島「沖縄」）について
沖縄県の下水道について
ゆいレールについて
沖縄県の景観施策について

沖縄観光の現状・課題及び施策展開について
エコツーリズム推進事業について
観光人材育成センターについて
沖縄県のカジノ・エンターテイメントへの取組みについて
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各施設行事予定表

県立博物館・美術館

宮古分館

本　館

八重山分館

県広報課 〒900-8570　那覇市泉崎1-2-2　TEL.098-866-2020　FAX.098-866-2467 kouhou@pref.okinawa.lg.jp

県 立 図 書 館 情報
ひろば
情報
ひろば

県平和祈念資料館

お昼のひととき、県が実施する行事や募集の
お知らせなどを行っています。
放送時間／毎週月曜日～金曜日
ラジオ沖 縄
RBCiラジオ
F M 沖 縄

（864KHz）11:50～11：55
（738KHz）11:55～12：00
（87.3MHz）12:55～13：00

詳しくはホームページへ http://www.pref.okinawa.jp/　沖縄県ホームページ▶沖縄県の紹介▶広報（テレビ・広報誌等）

ご意見・ご提言 県政に対するご意見・ご提言をEメール、FAX、手紙などで募集しています。
県民ご意見箱、知事へのたより
※記入様式等は、ホームページをご覧ください。募集中 あて先

ラジオ県民室ラジオ県民室
7       放送

予定月

RBC　  6：15　　QAB  　11：30　　OTV 　 6：45テレビ放送時間 土 土 日

県広報課からのお知らせ県広報課からのお知らせ

　

７
月
は「
青
少
年
の
非
行
問
題
に
取
り
組

む
全
国
強
調
月
間
」で
す
。本
県
の
少
年
非

行
の
特
徴
で
あ
る
深
夜
は
い
か
い
及
び
未

成
年
者
飲
酒
を
防
止
す
る
た
め
、県
民
一
斉

行
動
出
発
式
、街
頭
啓
発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
す
。

●
日
時
　

７
月
３
日（
金
）17
時
〜
18
時

●
場
所
　

パ
レ
ッ
ト
く
も
じ
前
広
場

　

※
雨
天
時
は
県
庁
一
階
県
民
ホ
ー
ル
に
て   

　
　

出
発
式
の
み
行
い
ま
す
。

●
問
合
せ
　

県
青
少
年
・
児
童
家
庭
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
1
7
4

　

県
で
は
、労
働
者
の
福
祉
の
向
上
を
図
る

た
め
、心
と
身
体
の
健
康
を
考
え
る
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

　

「
私
の
地
域
自
慢
」を
テ
ー
マ
と
し
た
作

品
を
募
集
し
ま
す
。地
域
の
特
産
品
、伝
統

行
事
、自
然
景
観
、観
光
名
所
等「
地
域
の

宝
」を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切
　

７
月
31
日（
金
）

●
応
募
規
定
　

原
稿
字
数
２
千
字
程
度

　

（
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に
限
る
）

●
問
合
せ
　

県
地
域
・
離
島
課

　

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
3
7
0

　

沖
縄
県
対
米
請
求
権
事
業
協
会

　

☎
0
9
8
ー
8
6
2
ー
9
3
9
0

●
試
験
日
　

８
月
16
日（
日
）

●
受
付
期
間
　

７
月
３
日（
金
）〜
10
日（
金
）

●
願
書
配
布
場
所
　

各
消
防
本
部
、（
財
）消

　

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
沖
縄
県
支
部

●
問
合
せ
　

県
防
災
危
機
管
理
課

　

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
1
4
3

　

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
沖
縄
県
支
部

　

☎
0
9
8
ー
9
4
1
ー
5
2
0
1

【
中
・
初
級
試
験
】

●
第
１
次
試
験
日
　

９
月
27
日（
日
）

●
申
込
書
の
配
布
及
び
受
付
期
間

　

７
月
17
日（
金
）〜
31
日（
金
）

●
申
込
書
配
布
場
所
　

　

県
人
事
委
員
会
事
務
局
、名
護
県
税
事
務
所
、

　

コ
ザ
県
税
事
務
所
、県
宮
古
事
務
所
、

　

県
八
重
山
事
務
所
、各
県
外
事
務
所

●
問
合
せ
　

県
人
事
委
員
会
事
務
局
総
務
課

　

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
5
4
5

【
身
体
障
害
者
を
対
象
と
し
た
選
考
試
験
】

●
第
１
次
試
験
日
　

10
月
18
日（
日
）

●
申
込
書
の
配
布
及
び
受
付
期
間
　

　

７
月
17
日（
金
）〜
31
日（
金
）

●
申
込
書
配
布
場
所
　

　

県
人
事
委
員
会
事
務
局
、名
護
県
税
事
務
所
、

　

コ
ザ
県
税
事
務
所
、県
宮
古
事
務
所
、

　

県
八
重
山
事
務
所
、各
県
外
事
務
所

●
問
合
せ
　

県
人
事
委
員
会
事
務
局
総
務
課

　

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
5
4
5

【
警
察
官
B
（男
性
・
女
性
・
武
道
指
導
）試
験
】

●
第
１
次
試
験
日
　

10
月
18
日（
日
）

●
申
込
書
の
配
布
及
び
受
付
期
間

　

７
月
17
日（
金
）〜
31
日（
金
）

●
申
込
書
配
布
場
所
　

　

県
警
察
本
部
警
務
課
、県
内
各
警
察
署
及
び

　

各
県
外
事
務
所

　

※
警
察
官
Ｂ（
男
性
）は
、警
視
庁
及
び
千
葉
県

　

人
事
委
員
会
と
の
共
同
試
験
で
あ
り
、警
視
庁

　

又
は
千
葉
県
警
を
志
望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
問
合
せ
　

県
警
察
本
部
警
務
課

　

☎
0
9
8
ー
8
6
2
ー
0
1
1
0

７
月
か
ら
毎
月
勤
労
統
計
調
査
第
二
種

事
業
所
調
査
の
新
た
な
調
査
区
で
の
調
査

が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
調
査
結
果
は
、
国

や
都
道
府
県
の
経
済
政
策
立
案
等
の
資
料

と
し
て
活
用
す
る
重
要
な
基
幹
統
計
調
査

で
す
。
調
査
対
象
に
選
ば
れ
た
事
業
所
に

は
県
知
事
任
命
の
統
計
調
査
員
が
お
伺
い

し
ま
す
。
事
業
主
の
皆
さ
ま
は
調
査
へ
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
　

県
統
計
課

　

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
0
5
0

　

雇
止
め
等
で
失
業
し
た
求
職
者
の
方
を

対
象
に
、
協
力
事
業
所
に
お
い
て
短
期
間

●
日
時
　

７
月
14
日（
火
）13
時
半
〜
15
時
半

●
場
所
　

沖
縄
都
ホ
テ
ル「
虹
雲
の
間
」

●
内
容
　

「
疲
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？
あ
な
た
の
脳

　

〜
心
の
メ
タ
ボ
解
消
法
！
〜
」

●
講
師
　

横
倉
　

恒
雄
氏（
医
学
博
士
）

●
定
員
　

１
０
０
名（
入
場
無
料
）

●
問
合
せ
　

県
雇
用
労
政
課

　
☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
3
6
6

　
県
内
で
発
生
す
る
廃
棄
物
等
を
原
材
料

と
し
、県
内
で
製
造
・
販
売
さ
れ
て
い
る
リ

サ
イ
ク
ル
製
品
の
う
ち
、建
設
資
材
以
外
の

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の
認
定
申
請
を
募
集
し

ま
す
。

●
募
集
期
間
　

７
月
31
日（
金
）ま
で

　

（
当
日
消
印
有
効
）

●
問
合
せ
　

県
環
境
整
備
課
　

　

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
2
3
1

の
職
場
訓
練
を
行
う
「
沖
縄
県
緊
急
ジ
ョ

ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」事
業
を
始
め
ま
し
た
。

協
力
事
業
所
に
は
訓
練
委
託
料
、
訓
練
生

に
は
訓
練
手
当
を
支
給
し
ま
す
。

●
問
合
せ
　

　

（
財
）雇
用
開
発
推
進
機
構

　

☎
0
9
8
ー
8
5
9
ー
6
1
4
0

カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
は
、
カ
ン
キ

ツ
類
の
重
要
病
害
の
一
つ
で
す
。

大
宜
味
村
の
一
部
地
域
に
は
、
本
病
の

発
生
が
な
い
地
域
が
あ
り
ま
す
。
大
宜
味

村
内
に
カ
ン
キ
ツ
類
の
苗
・
穂
木
を
持
ち

込
む
場
合
、
検
査
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

ご
理
解
と
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
合
せ
　

県
営
農
支
援
課

　

☎
0
9
8
ー
8
6
6
ー
2
2
8
0

「
青
少
年
の
深
夜
は
い
か
い
防
止
・

未
成
年
者
飲
酒
防
止
」
県
民
一
斉
行
動

平
成
21
年
度
沖
縄
県
労
働
大
学
講
座
及
び

「
勤
労
青
少
年
の
日
」
記
念
講
演
会

平
成
21
年
度
第
１
回
消
防
設
備
士
試
験

平
成
21
年
度
沖
縄
県
職
員
採
用
試
験

沖
縄
県
産
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
利
用

促
進
制
度
製
品
募
集

に
向
け
て

夏の交通安全県民運動
青少年の非行防止
県立芸大オープンキャンパス
地域資源等を活用した新商品開発

☎0980-72-2317

☎0980-82-2145

☎098-941-8200

◆ミニ展示　「アウトドア特集」
　7月1日(水) ～ 7月31日 (金)

◆写真展「明治の学校と生徒」　
　7月8日（水) ～ 7月31日 (金)　

◆郷土史研究会（７月定例会）
　７月16日（木）

◆読み聞かせスキルアップ講座
　日時　７月14日（火）　15時～17時
　講師　宮里　京子氏（ボイストレーナー）
　備考　電話でお申し込みください。

☎098-834-1218

◆夏休み自由研究特集
　7月1日(水) ～ 7月31日 (金)

◆移動図書館（竹富町立上原小学校）
　7月28日（火）　

4 日・5 日
11日・12日
18日・19日
25日・26日

◆美術館企画展「琉球絵画展」
　期間　７月18日（土）～８月30日（日）
　入場料：一般900円、高校生・大学生500円、
　　　       小中学生300円

☎098-997-3844
◆新収蔵品展
　期間　 7月31日（金）まで
　※入場料は無料です。

☆休館日：毎週火曜日、祝日
　http://www.library.pref.okinawa.jp/

☆休館日：毎週月曜日（祝日の場合は翌平日）
※7月は、10日（金）まで館内消毒作業のため
　臨時休館となります。

「
美
ら
島
沖
縄
総
体
2
0
1
0
」通
信
③

毎
月
勤
労
統
計
調
査
第
二
種
事
業
所
調
査

カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
の
ま
ん
延
防
止

7月1日（水）大会開催まで、あと

日
です

393
http://www-edu.pref.
        okinawa.jp/kousoutai/
http://www-edu.pref.
        okinawa.jp/kousoutai/

大会公式HPはこちら

　

今
月
は
、
来
年
の
全
国
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
向
け
て
、
高
校
生
が
現
在
取
り
組
ん
で

い
る
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

　

「
美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」
は
、
平

成
二
十
二
年
七
月
二
十
八
日
の
総
合
開
会

式
で
幕
を
開
け
ま
す
。
開
会
式
で
は
、
若

人
の
情
熱
と
力
を
表
現
す
る
に
ふ
さ
わ
し

い
音
楽
・
放
送
・
演
技
等
を
創
意
工
夫

し
、
独
特
の
歴
史
、
文
化
及
び
平
和
で
や

す
ら
ぎ
と
活
力
に
満
ち
た
沖
縄
の
姿
を
効

果
的
に
演
出
し
ま
す
。
昨
年
十
二
月
に
集

団
演
技
生
徒
実
行
委
員
会
「
美
ら
舞
隊

C.

0.

S.

crew
」
を
結
成
し
、
七
校
五
十
四
人

の
高
校
生
た
ち
が
、
日
々
ダ
ン
ス
の
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
四
月
か

ら
は
、
郷
土
芸
能
コ
ー
ス
が
あ
る
南
風
原

高
校
と
首
里
高
校
の
二
校
が
中
心
と
な
っ

て
郷
土
芸
能
の
合
同
練
習
会
も
始
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

会
場
を
彩
る
草
花
装
飾
で
は
、
農
林
高

校
を
中
心
に
特
別
支
援
学
校
を
含
め
た
九

校
が
取
り
組
み
、
来
年
の
総
合
開
会
式
で

花
が
満
開
に
な
る
よ
う
、
試
験
栽
培
を
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

「
美
ら
島
沖
縄
総
体
２
０
１
０
」
で
は
、

選
手
だ
け
で
な
く
、
大
会
を
支
え
る
高
校

生
も
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

「
第
２
回
沖
縄
・
提
案

－

百
選
」

  

作
品
募
集

沖
縄
県
緊
急
ジ
ョ
ブ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
事
業



豊 見 城 市

輝
け
　

わ
し
た
島
の
未
来

！

人
も
ま
ち
も
取
り
組
み
も
、

活
気
あ
ふ
れ
る「
豊
見
城
」

品
質
・
味
・
デ
ザ
イ
ン
…

市
場
競
争
力
の
あ
る

「
豊
見
城
ブ
ラ
ン
ド
」を
守
り
育
て
る

「
豊
見
城
市
に
学
ぶ
！
」

元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
開
発
ヒ
ン
ト

　

沖
縄
県
の
玄
関
口
・
那
覇
空
港
か
ら
車

で
十
五
分
、本
島
南
部
に
位
置
す
る
豊
見

城
市
は
、農
産
業
の
盛
ん
な
地
域
で
、市

の
特
産
物
マ
ン
ゴ
ー

を
は
じ
め
、サ
ト

ウ
キ
ビ
の
葉
や
穂
を
使
っ
た

ウ
ー
ジ
染

め  
が
有
名
で
す
。

　

二
〇
〇
六
年
の
東
洋
経
済
新
報
社
が
全

国
の
市
を
対
象
に
集
計
し
た「
全
都
市
／

成
長
力
ラ
ン
キ
ン
グ
」で
は
全
国
一
位
に

輝
き
、沖
縄
県
観
光
振
興
計
画
に
指
定
さ

れ
た
豊
崎
地
区
を
中
心
に
、農
産
業
・
商

業
と
も
に
発
展
を
続
け
て
い
ま
す
。

　

豊
見
城
市
商
工
会
で
は
、平
成
十
九
年

度
に「
地
域
貢
献
ア
ピ
ー
ル
プ
ラ
ン
」を

策
定
し
、同
会
女
性
部
の
瀬
長
島
に
ユ
リ

を
植
え
る「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」や
青
年
部

に
よ
る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
生
ま
れ
の
陸

上
ヨ
ッ
ト 

ブ
ロ
ー
カ
ー
ト 

大
会
の
開
催

な
ど
商
工
会
の
各
部
が
元
気
に
活
動
す

る
こ
と
で
、地
域
の
活
性
化
を
図
っ
て
い

ま
す
。「
昨
年
開
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

で
農
商
工
連
携
の
気
運
が
高
ま
り
、今
年

は
南
部
農
林
高
校
・
県
立
芸
術
大
学
と
の

産
学
連
携
で
新
た
な
地
域
産
業
活
性
を
目

指
し
ま
す
。豊
見
城
の
農
水
産
物
を
素
材

に
し
た
新
し
い
料
理
や
ス
イ
ー
ツ
の
開

発
、地
元
飲
食
店
へ
の
レ
シ
ピ
提
供
も
検

討
中
」と
話
す
事
務
局
長
の
大
城
満
さ
ん
。

こ
の
取
り
組
み
は
、平
成
二
十
一
年
の「
小

規
模
事
業
者
新
事
業
全
国
展
開
支
援
事
業

（
中
小
企
業
庁
補
助
事
業
）」の
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト（
通
称「
地
域
資
源
∞
全
国
展
開

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」）に
採
択
さ
れ
、推
進
し
て

い
ま
す
。

　

マ
ン
ゴ
ー
農
家
の
金
城
司
さ
ん
は
、「
豊

見
城
の
マ
ン
ゴ
ー
農
家
は
協
力
体
制
が
す

ご
い
。病
気
や
害
虫
の
情
報
を
共
有
し
た

り
、定
期
的
に
勉
強
会
を
行
っ
た
り
と
連
携

が
強
く
、そ
れ
が
強
み
で
す
」と
話
し
ま

す
。Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
で
は
、マ
ン
ゴ
ー
の
木

の
誘
引（
枝
を
ヒ
モ
で
地
面
に
引
っ
張
っ
て

横
に
寝
か
す
こ
と
）や
ハ
ウ
ス
の
温
度
管

理
、適
正
着
花
や
落
果
直
前
の
発
色
・
熟
度

を
見
極
め
た
収
穫
を
農
家
に
指
導
し
、品

質
向
上
や
安
定
供
給
を
支
援
し
て
い
ま

す
。さ
ら
に
、「
県
内
ト
ッ
プ
の
出
荷
・
生
産

量
を
誇
る 

豊
見
城
マ
ン
ゴ
ー 

は
、糖
度
や

色
、大
き
さ
な
ど
に
独
自
の
基
準
を
設
け

た
出
荷
場
で
共
同
選
別
さ
れ
ま
す
。だ
か

ら
最
高
級
の
品
質
が
維
持
で
き
る
ん
で

す
」と
、Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
南
部
地
区
営
農
セ

ン
タ
ー
の
国
吉
真
也
さ
ん
。農
家
と
の
二
人

三
脚
で
、全
国
で
も
評
価
の
高
い
豊
見
城

マ
ン
ゴ
ー
を
し
っ
か
り
支
え
て
い
ま
す
。

　

平
成
元
年
に
商
工
会
の
村
お
こ
し
事
業

に
採
択
さ
れ
た 

ウ
ー
ジ
染
め 

も
、国
や
県
、

市
や
商
工
会
の
援
助
・
支
援
を
受
け
、成
長

を
続
け
て
き
ま
し
た
。「
地
域
の
も
の
は
地

域
で
育
て
よ
う
と
す
る
団
結
の
強
さ
が
豊

見
城
に
は
あ
り
ま
す
」と
語
る
豊
見
城
市

ウ
ー
ジ
染
め
協
同
組
合
理
事
長
の
垣
花
悦

子
さ
ん
。そ
の
名
称
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
柄
な

ど
を
商
標
・
意
匠
登
録
し
、九
名
の
後
継
者

と
と
も
に
さ
ら
に
価
値
を
高
め
た
新
商
品

開
発
に
力
を
注
ぎ
ま
す
。

　

道
の
駅「
豊
崎
」に
昨
年
誕
生
し
た 

Ｊ

Ａ
お
き
な
わ
食
菜
館 

と
よ
さ
き
菜
々
色

畑 

は
、女
性
の
視
点
か
ら
見
た
食
の
安

全
・
安
心
を
テ
ー
マ
に
、地
域
の
食
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
用
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
商
品

を
提
供
す
る
地
産
地
消
の
拠
点
で
す
。豊

見
城
マ
ン
ゴ
ー
や
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
に

加
え
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
に
よ
る
味
噌
や
惣

菜
、お
菓
子
な
ど
の
加
工
品
も
取

り
扱
い
ま
す
。

　

「
地
域
の
人
々
と
ふ
れ
あ
い
、地

域
の
資
源
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、豊

見
城
の
元
気
を
応
援
で
き
る
場
所

で
あ
り
た
い
」と
店
長
の
山
城
恵
子

さ
ん
。地
元
客
は
も
ち
ろ
ん
、店
舗

が
レ
ン
タ
カ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
隣

接
す
る
こ
と
か
ら
観
光
客
の
来
店

も
多
く
、店
内
は
大
い
に
賑
わ
い
ま

す
。ま
た
、南
部
農
林
高
校
の
生
徒

が
開
発
し
た
新
商
品
試
食
会
を
行

う
な
ど
、地
域
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

と
し
て
の
役
割
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　

分
野
や
取
り
組
み
は
異
な
っ
て

も
、絶
妙
の
サ
ポ
ー
ト
力
で
互
い
を

支
援
し
、時
に
ラ
イ
バ
ル
意
識
を
燃

や
す
豊
見
城
の
元
気
ブ
ラ
ン
ド
。そ

こ
は
訪
れ
る
人
を
夢
中
に
さ
せ
る

楽
し
い
魅
力
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　

先
月
三
日
に
行
わ
れ
た
知
事
の

鳥
島
射
爆
撃
場
海
上
視
察
に
、私

も
カ
メ
ラ
担
当
と
し
て
同
行
し
た

の
で
す
が
、そ
の
日
の
海
は
か
な
り

荒
れ
て
い
ま
し
た
。射
爆
撃
場
の
視

察
を
終
え
、港
ま
で
戻
る
途
中
で
向

か
っ
て
き
た
高
波
に
乗
り
上
げ
て

船
が
ジ
ャ
ン
プ
し
た
の
で
す
が
、一
同

が
そ
の
衝
撃
に「
う
ぉ
ぅ
！
」と
ビ

ビ
っ
て
い
た
中
、知
事
は
動
じ
る
こ

と
な
く
平
然
と
し
て
い
ま
し
た

（
驚
）。さ
す
が
で
す
！　　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

  

（
T
a
k
o
）

　

最
近
不
運
続
き
の
私
。友
人
に

相
談
す
る
と「
厄
年
な
ん
じ
ゃ
な

い
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。調
べ
て
み
る

と
、な
ん
と
今
年
大
厄
に
当
た
っ
て

い
ま
し
た
。し
か
も
、三
十
代
の
女

性
は
数
え
年
で
三
十
二
歳
か
ら
三

十
八
歳
ま
で
の
七
年
間
は
厄
年
に

当
た
る
そ
う
で
す
。普
段
信
心
深
く

な
い
私
も
、さ
す
が
に
厄
払
い
に
で

も
行
こ
う
か
な
と
思
う
今
日
こ
の

頃
で
す
。
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●表紙 写真・島袋常貴／
　地域の特産物を紹介、応援する
　「とよさき菜々色畑」（豊見城市）

マ
ン
ゴ
ー
、野
菜
、ウ
ー
ジ
染
め
な
ど
の
豊
富
な
資
源
を
生
か
せ
！ 

多
分
野
が
知
恵
を
出
し
合
う
新「
豊
見
城
ブ
ラ
ン
ド
」開
発
。

豊見城市商工会
事務局長　大城 満さん

マンゴー農家・金城 司さん、JAおきなわ南部地区営農センター・国吉 真也さん

「
豊
見
城
ブ
ラ
ン
ド
」を

紹
介
す
る
交
流
拠
点
も
完
成

・
元
々
あ
る
豊
富
な
地
域
資
源
を

  

存
分
に
生
か
す

・
各
団
体
が
支
援
者
で
あ
り
良
き
ラ
イ
バ
ル
！

  

互
い
の
取
り
組
み
が
大
き
な
刺
激
に

・
確
か
な
品
質
、安
定
供
給
で

  

競
争
力
あ
る
ブ
ラ
ン
ド
を
築
く

女性たちがパワフルに活躍する「豊見城市ウージ染め協同組合」の皆さん

地元の特産品を揃えた「とよさき菜々色畑」。 休日はイベントでさらに賑わう。

な
な
い
ろ

ば
た
け

“

“

“

“

“

“

“

“
“

“

豊見城市商工会
☎098-850-2060
URL  http://www.tomi-shoko.or.jp

“

“

“

“


